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２０２６年度（令和８年度）学校評価自己評価表  
 
 
Ⅰ 福山市 

 
 
 
 Ⅱ 中学校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                               

福山市立向丘中学校区 校番 ８ 福山市立向丘中学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年）４月１日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

・行事や各取組において、生徒が仲 

間と挑戦したい内容を協議し、全校 

で実現に向かう姿が見られる。 

 

・学習に粘り強く取り組む生徒が増 

えてきた。 

 

・様々な状況が要因となり、長期欠 

席児童生徒が増えた。 

 

育成する 

資質・能力 
主体性、自己理解、課題発見・解決力 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

人とのかかわり合いを大切にし、学ぶ意欲を持ち、自分の生き方を主体的に考える 

子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

○自校の取組を深く理解し、自主性・主体性を発揮し、「子ども主体の学び」の実現に 
向けて取り組む。 
〇各校の実践や研究についての交流を深め、職員の主体性の向上や意識改革のきっか 
けとする。 
○お互いの具体的な実践の交流から課題意識と自己研鑽の意欲を持ち、個人的な授業 

参観や、放課後の相談等、教職員が起点となる研修を推進する。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

〇明るく、伸びやかな風土のもと学校生活を送っている。 

〇全生徒を対象とした教育面談週間の推進で、教師との信頼関係が積みあげら

れてきた。 

〇他者の意見へ依存する傾向があるが、自らの考えを深めたり、広げたりする 

機会を設定することで、生徒の表現しようとする姿勢が見え始めている。 

 

＜授業＞ 

〇単元を通しての問いや見方・考え方、活用方法などを積み重ね探究すること 

により、生徒の主体的な学びの姿が見られるようになった。 

〇定期考査前や長期休業中の自主学習教室を設定することにより、生徒の学習 

習慣の定着が見え始めた。 

 

育成する 

資質・能力 
主体性、自己理解、課題発見・解決力 

めざす 

こども像 
 

〇夢と志を持ち、自らの考えを発信しながら意欲的に学ぶ生徒 

〇自己を認識し、自分の人生を選択し表現することができる生徒 

〇人を大切にし、他者との良好な人間関係を築くことができる生徒 

  

 

研究 

テーマ 生徒が、毎日の授業の中で「学びの価値を実感できる授業」を全教科で推進する。 

内容等 

〇「主体性・自己理解」を育むために、全生徒を対象とした教育面談を設定する。 

〇「課題発見・解決力」を育むために、生徒および教師がともに挑戦してみようと思

えるものを共有し、疑問の発見から探求へ、そして発見したことを表現する活動を

授業等で実践する。 

めざす授業の姿 

〇生徒の基礎学力の定着に向けて、組織体制での授業改善と評価の見直しを推進し、

生徒と共に全力で授業に取り組む。＜基礎基本の定着＞ 

〇生徒自らが見方・考え方を明確にし、自らの考えを表現する。＜主体的な学び＞ 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

・基礎基本の定着に向けて、学校と 

家庭が同じように支援ができるよう 

取組の共有をしてほしい。 

 

・「学習とスマホ」についての学校と 

地域、家庭の情報共有を行うととも 

に、継続して情報の発信をしてほし 

い。 

 

学校教育目標 

『感謝感動の心と貢献する心を大切に持ち続けることができる生徒の育成』 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

４ 

基礎学力の定

着・向上と学

び続ける力の

育成 

★ 
継

続 

授業改善に取り組

み、子ども主体の

学びを実現する。 

・授業で学んだこ
とへの興味や疑
問を探求し、表
現する時間を各
単元題材におい
て設定する。 

・生徒アンケート 
「授業で考える 
ことは面白い」の 
肯定回答を全教 
科で７５％にする。 

（前年度７2％） 

         

 
継

続 

基礎学力の定着と

ともに、発展・活用

的な課題へ挑戦す

る意欲を養う。 

・入試問題や発 

展的、活用的な
課題を単元テス
ト、定期考査等に
おいて設定する。 

・生徒アンケート「話
し合い活動を通じ
て、自分の考えを
深めたり、広げた
りすることができ
る。」の肯定回答
を全教科で85％
にする。 
（前年度81％） 

         

4 

不登校の未然

防止と支援の

充実 

★ 
継

続 

生徒の自己肯定

感を育み、自己実

現に向けた意欲を

向上させる。 

・生徒主体の「特
別活動」を通し
て、協働的な学
びの場を充実さ
せ、キャリアログ
や振り返りをもと
に評価、面談を
行う。 

・生徒アンケート
「自分のよさはま
わりの人から認
められていると思
う」肯定回答を8
5％以上にする。 

（前年度84％） 

         

 

継

続 

生徒一人一人を

大切にした個別支

援の充実を図る。 

・欠席率、日々の
生活の様子を教
員で共有し、各
学年で計画的に
個別対話や評
価面談を実施
し、個に応じた支
援を行う。 

・長期欠席者の出現

率を6.5とする。

（前年度7.6） 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  福山市立向丘中学校 
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4 

教職員が生き

生きと働ける

環境整備 

 

継

続 

教職員同士が分

掌・学年の枠を越

えて協働し、職員

室内の同僚性向

上を図る。 

・学年会、分掌会、

教科会を定例化

し、企画委員会へ

の意見集約のス

ピードアップを図

る。 

・教職員アンケート 

「自分の挑戦に対

して協働してくれ

る仲間がいる」 

肯定的回答50% 

(前年度38.9.%) 

         

 

★ 
継

続 

教職員が主体性

を発揮し、やってみ

たい実践を実現で

きる学校づくりを

推進する。 

・学年をまたいだ

取組や地域連

携を活性化し、

生徒の学びの意

欲を多面的に支

えられる環境づ

くりを推進する。 

・教職員アンケート 

「仕事にやりがい

を感じている」 

肯定的回答50% 

(前年度２７.8.％) 

         

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 


